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※概要（Summary ）： 
ウコンに含まれるクルクミンはNF-κB阻害作用を有

し、単剤もしくは抗がん薬との併用で抗腫瘍効果を発

揮することが多くの基礎研究で報告されており、海外

ではクルクミンの臨床応用を目指した臨床試験が複

数進行中である。我々もすでに「ゲムシタビン（GEM）

に抵抗性となった膵癌症例に対するクルクミン療法

の第 I/II 相臨床試験」を実施し、日本人におけるクル

クミンの安全性・忍容性を確認した。一方、従来のク

ルクミンは臨床応用に際し bioavailability が低いと

いう弱点を抱えていたが、ナノ化の技術により従来の

クルクミンと比して 30 倍以上 bioavailability の向上

したナノ化クルクミンが開発された。そこで GEM を

用いた化学療法に対し抵抗性を示し、他に有効な後治

療がなくなった膵癌・胆道癌症例を対象とし、GEM
を用いた化学療法にナノ化クルクミンを併用するこ

との安全性を評価する第 I 相臨床試験を計画した。主

要評価項目は安全性、副次的評価項目は血中クルクミ

ン濃度、クルクミン内服前後における NF-κB 活性、

QOL の変化(EORTC-QLQ30)、奏効率、全生存期間

とした。011 年 2 月から 2012 年 1 月の間に 16 症例が

登録された。ナノ化クルクミンを用いることにより従

来のクルクミンと比して有害事象の頻度を増加させ

ることなく有意に高い血中濃度が得られることを確

認した。 
 
※実験（Experimental）： 
・利用した主な装置名 
C5 共焦点レーザー走査型顕微鏡 

 
 
 
 

※結果と考察（Results and Discussion）： 
末梢血中の単核球を用いてクルクミン投与後の

NF-kappa B 活性の変化を抗リン酸化 1NF-kappa B 抗

体を用いて免疫染色を行ったが、クルクミン投与前後の

NF-kappa B 活性の明らかな変化は確認できなかった。 
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